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論 文 内 容 の 要 旨

電磁誘導探査法は大地に非接触で探査が行い得るので,航空機を利用する広範囲の迅速探査や砂漠地帯,

降雪地帯あるいは永久凍土地帯等での探査法として有効な手法である0

本論文は電磁誘導法で得られる磁界の測定値を大地の比抵抗に直接結び付く量である ｢見掛導電率｣に

変換する手法に関する基礎的検討の結果と,電磁誘電法のウラン鉱床探査への適用性について検討し,新

鉱床発見に直接結び付けた成果をまとめたもので,5章から成っている｡

第 1章は緒論であり,本研究の背景,目的と概要を示している｡

第2章では,周波数領域電磁誘導法の一つである中心誘導法について,その理論および実際の探査にお

ける測定法ならびにデータの解析法について論じている｡

まず,ループが作る磁界の解析解より水平n層構造の場合の中心誘導法の見掛導電率について論じ,そ

の加算性が任意の層数に対して成 り立つことを明らにしている｡ ついで,室内モデル実験を実施し,得ら

れた見掛導電率を標準曲機を用いて解析し,解析結果が実験模型とよく一致したことを示しているOさら

に,この方式を野外で用いる場合の位相差測定法を考案し,この方式を用いて野外実験を実施し,得られた

データを従来のqa-a領域における解析法と,新 しく提案した¢-f領域における解析法とを用いて解析し,

得られた結果が比抵抗垂直探査法による探査結果,及びボーリング調査結果と一致したことを示しているO

第3章では,時間領域電磁誘導法についての研究成果を示している｡まず,時間領域電磁誘導法の過渡

応答曲線の性質について検討し,この手法により,地表近傍の低導電率層の影響をほとんど受けることな

く,その下部にある高導電率層の探査が可能であることを示している｡ついで,測定で得られた過渡応答

曲線より見掛導電率曲線を求めるための新たな変換法を提案し,この手法によって地下の導電率の分布を

忠実に反映した見掛導電率曲線を得ることが可能になったことを示した｡さらに,見掛導電率を簡便に解

析するために, 2層見掛導電率標準曲線について検討し,見掛導電率は一次磁界源と測点との距離と第 1

層の厚さとの比の値にあまり影響されないので, 1枚の標準曲線でも十分実用的な解析結果が得られるこ

とを明らかにし,この標準曲線を用いる構造解析法を示している｡
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第 4章では,電磁誘導法を実際のウラン鉱床探査に効果的に適用し,新鉱床を発見した経過を示し,こ

の探査法の効果的な利用法について論じている｡

まず,カナダのアサバスカ盆地での探査では時間領域電磁水平探査と垂直探査とを実施し,得られたデ

ータに対し,非線形最小二乗法を用いた反復解析プログラムを用いてフイッテングを行い,地下構造を推

定するとともに,推定した地下構造に対して時間領域水平探査を実施した場合の探査曲線を求め,これが

実測結果とよく整合することを示している｡ さらに,探査結果にもとづいて,ボーリング調査を実施した

ところ,高品位の鉱化帯に着鉱したことを示している｡また,カナダのシーロン盆地の探査では,まず,

凍結した岩石の比抵抗測定結果と小規模な比抵抗垂直探査により,永久凍土層の比抵抗構造を明らかにし,

低比抵抗の融解層が地表付近に存在していても,その下の凍土層内の低比抵抗異状を探査 し得ることを確

認し,その結果を活用 して空中電磁法の適用性を明らかにした｡この手法により約250平方キロメー トル

の広い地域から約 1平方キロメートルの精査地域を効率的に抽出し,この地域内においてアンドリューレ

イク鉱床という新鉱床を発見した探査結果を示している｡

第 5章は結論で,本研究で得られた成果を総括している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は電磁誘導探査法で得られる磁界の測定値を,大地の導電率に直接結びつく量である見掛導電率

に変換する手法と,逆解析に関する基礎的研究,及び,ウラン鉱床探査への電磁誘導法の効果的な利用法

について検討した成果をまとめたもので,得られた主な成果は次の通りである｡

1.周波数領域電磁誘導法の一種である中心誘導法では,見掛導電率の加算性が任意の層数に対して成り

立つことを明らかにした｡

2.中心誘導法の野外測定システムを確立し,測定データを新たに提案した¢-f領域解析法で解析 し,

得られた結果がボーリング結果や比抵抗垂直探査法による探査結果とよく一致することを示した｡

3.時間領域電磁誘導法による過渡応答曲線の性質,及び過渡応答の測定値を見掛導電率に変換する手法

について検討し,逆解析のための実用的な2層見掛導電率標準曲線を作成した｡

4.時間領域電磁垂直探査を提案し,この手法によって発見された400m以藻に存在する傾斜した板状の

低比抵抗体が,ウラン鉱床旺胎を規制してる石墨質泥質宕であると推定し,実際,ボーリングによってウ

ラン鉱床の存在が確認された｡

5.地表近傍に低比抵抗の融解層が存在していても,空中電磁法によって永久凍土帯内の低比抵抗異状を

探査し得ることを確認し,航空機を利用する空中電磁法によって,広大な探査地域からその約二百五十分

の-の面積の精査地域を迅速に抽出し,その地域内でのウラン鉱床の発見に貢献した｡

以上要するに本論文は電磁誘導探査法に関する基礎的研究と,その成果をふまえ,電磁誘導探査法のウ

ラン鉱床探査への適用について検討し,この手法による探査が新鉱床発見という成果に直接結びついた結

果を示したものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の

学位論文として価値あるものと認める｡また,平成8年11月18日論文内容とそれに関連した事項について

試問を行った結果,合格と認めた｡
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